
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

〈１月の行事予定〉 

〈１２/１４人権週間「ひびきあいの日」〉 



 

 

 

 

 

 

 

「合唱」を通して学んだものは？ 
校長  竹内 久美子  

１２月１日（金）、タウンホールとみかで合唱祭を行いました。多くの保護
者の方に参観いただけたこと、とても嬉しく思います。ありがとうございまし
た。 

各学級、学年が披露した合唱は、とても素晴らしいものでした。本格的に取
組を始めたのは、合唱祭の１か月ほど前。その頃と比べると、格段に上達して
いました。美しい発声、正確な音取り、表現を豊かにするための強弱やテンポ
の変化など、素敵な合唱を創り上げるための技能の向上に驚きました。 

しかし、「合唱」を通して学んだものは、それだけではありません。生徒た
ちは、曲の歌詞を通して、人としての生き方や考え方なども学びます。「この
曲で、何を伝えたいのか？」を仲間と考える中で、その曲のメッセージを捉え
ます。その曲のメッセージは、まさに自分たちに投げかけられているのです。
「ひとりきりじゃないこと 君が教えてくれた。」「信じ合えることの喜びと
悲しみを知った分 優しくなれることを。」など。今、そばにいる仲間の大切
さに気付き、そんな仲間への感謝の気持ちを込めて歌おうとするようになるの
です。合唱は不思議なもので、歌い手が気持ちを込めれば込めるほど、豊かな
歌声、豊かな表情になって、聞き手の心に響いてきます。合唱祭では、どの合
唱も、そんな心のこもった合唱でした。だから、会場にいた全員が感動し、温
かな気持ちになれたのだと思います。 

 
 
合唱祭の後、１２月１９日（火）に、

３年生が体育館で学年合唱祭を行いまし
た。それは、文化委員長から「体調不良などで合唱祭本番に出られなかった生
徒がいるので、その仲間と歌う機会をつくってください。」という申し出があ
ったからです。この申し出には、「休んだ仲間が満足できるため」だけでなく
「一緒に頑張ってきた仲間だからこそ、その仲間と合唱したい。」という願い
が込められていました。今までの合唱の取組で、一人一人がかけがえのない仲
間になっていた証拠です。こんな風に合唱できる機会をつくってもらえた生徒
たちは、どんなに嬉しいことでしょう。「今まで、みんなと頑張ってきてよか
ったよ。今日、頑張って歌うからね。」そんな思いでステージに立ったに違い
ありません。３年生の生徒たちは、いろんな活動を通して、仲間との絆を結ん
できたことが分かります。この生徒たちが歌った「結-ゆい‐」には、こんな
歌詞があります。 
「いちばん手に入れたいものって簡単じゃない。でもあきらめない。僕たちは 

なにより強い絆で結ばれている」 

双葉中は、美濃加茂市ＦＲＯＭ-０歳プラン２・富加町教育新生プランを推進しています。 
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